
身障協会事務局通信〔第２９３号〕 
                                     令和３年２月２８日 

１ 岐阜県知事選挙の対応について 

  さて、先般の岐阜県知事選挙におきましては、各支部の協力のもと３５０枚余りの期日前投票書を頂 

 き、誠にありがとうございました。お陰をもちまして、当協会推薦の古田肇氏が当選の運びとなりまし 

 た。これもひとえに会員皆さまのご尽力の賜と厚く感謝申し上げます。 

 

２ 芸術・文化事業のご報告  

  ◆令和２年度第３５回障害者による書道・写真全国コンテストについて（報告）＜担当：岡田＞ 

   今年は、全国から１，０４６点（書道部門８２１点、写真部門２２５点【うち携帯フォトの部６６点】、 

  本県からは、６２点（書道部門５３点、写真部門９点）の応募があり、以下の方が入賞されました。（身 

  障者分のみ） 

   なお、表彰伝達式を３月２８日（日）１３時３０さて分から、ぎふ清流文化プラザ１階県民ギャラリー 

  にて行います。 

   写真の部 金賞 可児 芳春（岐阜市）  銅賞 田中 義正（岐阜市）  

        銅賞 坂井 明二（岐阜市）  

 

  ◆「ふれあいアートステーション・ぎふ」登録作品の貸出し ＜担当：山田＞ 

   ふれあいアートステーション・ぎふでは、障害者のアート作品を募集・登録し、行政や団体、企業に有 

  償で作品を貸し出しています。使用料の一部は、制作者へ還元しています。 

   作品は常時募集していますので、お近くに芸術活動にされている方がみえましたら、応募をお勧めいた 

  だきますようお願いします。（原画は 1 ヶ月 5,000 円、3 ヶ月 10,000 円で貸し出しています。） 

   主な貸出先 

    岐阜県障がい者総合相談センター、大垣共立銀行 ぎふ県庁支店 、いろんなみんなの展覧会 

  また、令和元年度の応募作品の展示を下記のとおり行いますので、ぜひお立ち寄りください。 

  なお、３月２８日(日)には、今年度のアート大賞表彰式を行います。 

    ・会 場：ぎふ清流文化プラザ１階 文化芸術県民ギャラリー（岐阜市学園町３－４２） 

    ・期間等：応募作品展 令和３年３月２３日（火）～３０日（火） 

         大賞表彰式 令和３年３月２８日（日）１４時００分～ 

 

３ 日本身体障害者団体連合会 要望書について 

  日本身体障害者団体連合会では、この度、自由民主党ユニバーサル社会推進議員連盟に対し、障害者差別 

 解消法改正法案及び新型コロナウイルスに関する要望を追加した添付要望書を提出しました。  

 

要 望 書 

 平素より障害者施策の推進にご尽力いただき深く感謝申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響により新しい生活様式のもとで社会生活の過ごし方が進められていく

現状において、障害を理由に分けへだてられることなく誰もが安心して暮らせる共生社会の実現を期待いたし

ます。障害者施策の促進とともに、以下の実現について要望いたします。 

 

１．『ユニバーサルデザイン 2020 行動計画』の完全実施について 

 ① 行動計画が着実に実施され、かつ、継続した取組が行われることが肝要と考えます。一過性のことでは 

  なく、実施状況の把握と評価、改善点に向けた議論が継続的に行われるよう、2021 年以降も中央及び地 

  方における評価会議を継続していただきたい。 

 ② ハード・ソフト両面におけるバリアフリー化（公共交通機関、公共施設、宿泊施設、接遇等）の促進が 

  図られていますが、議論にあまりあがらない課題（施設改修工事期間の対策、エスカレーター利用の考え 

  方、信号機の規格整備等）や地方部における無人駅や路線バス縮小等の課題についても取り残されること   

  がないよう、課題解消にむけた検討の場を構築していただきたい。 

   また、行政機関や事業者等における障害理解の研修については、地域の特性や実情をとらえた好事例の 

  共有と、行政機関と障害者団体で連携した研修事業等にも取り組めるよう検討いただきたい。 

 ③ ICT 活用によるバリアフリー化促進に向けた積極的な取組がさらに加速することを期待するなかで、 

  障害のある利用者の視点をもとに、支援機器やその環境整備並びに新技術開発に向け、府省庁間の横断的 

  かつ継続的な検討を進めていただきたい。 



   また、機器の開発による恩恵を受けられない人がないよう、支援機器の開発に限らず、機器操作を学ぶ 

  ための教室や勉強会等についても障害特性に配慮した研修ができるように支援していただきたい。 

 ④ デジタル庁の中に障害者支援等に関わる部署を、障害当事者等の意見等を参考に設置していただきた 

  い。 

２．障害当事者参画について 

  障害のある人の自立と社会参加に関する法律や制度の検討において、障害のある人が参加し議論する仕組 

 が形だけのものとならないようにすることが肝要であることからも、国並びにすべての地方自治体において 

 実施されることが、障害者権利条約の完全実施に至るものと考える。 

  障害者基本法においては、法や制度の基本的な計画を作成することが定められているが、市町村において 

 は、その審議を行う審議会その他合議制の機関が努力義務とされていることから、当事者参画を担保する上 

 でも義務化への検討を行っていただきたい。 

  また、障害のある女性に対する支援については、第 4 次障害者基本計画に示されたが、障害のある少女や 

 女性の権利侵害等の状況把握と課題解消、社会参加と活躍できる社会環境に関し、政策立案を含めた取組を 

 推進していただきたい。 

３．障害者差別解消法の改正について 

  同法の見直しについては、平成 31 年４月に施行３年が経過することを踏まえ、平成 31 年１月から内 

 閣府の障害者政策委員会において議論され、令和２年６月に意見書が取りまとめられたところである。これ 

 を踏まえ、今国会に改正案が上程される予定だが、改正にあたっては、事業者の合理的配慮の義務化に加え、 

 差別の定義の明示化、障害当事者がかかわったなかでの紛争解決の仕組や相談窓口の体制整備が大変重要と 

 考え、これらについても十分に配慮いただきたい。 

４．新型コロナウイルス感染拡大への対応について 

  新型コロナウイルスの感染防止対策と社会経済活動の両立にむけた方針が示される一方で、感染拡大の収 

 束がみえないなか、基礎疾患を有していることが多い障害者やその家族及び施設職員や事業所従事者等にと 

 って感染の心配が常態化している。加えて、施設や病院内でのクラスターが発生していること等から以下に 

 ついて早急に検討いただきたい。 

 ① 新型コロナワクチン（インフルエンザ含）の優先接種の対象者に加えていただきたい。 

 ② ＰＣＲ検査を公費負担とし優先的に受けさせていただきたい。 

 ③ 避難所及び福祉避難所については、収容人数を把握し避難できない人がでないよう適切に設置していた 

  だきたい。 

 ④ 感染予防対策については、情報コミュニケーションを確保し障害特性に配慮した対策を講じていただき 

  たい。また、新型コロナウイルス感染症にかかる相談窓口は、電話のみならず FAX での対応を徹底して 

  いただきたい。 

 ⑤ また、これらの対策の検討においては、障害者が参画し協議検討を行う仕組を徹底していただきたい。 

 ⑥ テレワークの導入など新しい働き方を導入し、障害者の就業形態希望や能力を十分に活かし、障害者の 

  雇用環境が悪化しないようにしていただきたい。 

 ⑦ オンラインによる会議や研修会等の実施については、コロナ禍において新たな開催方法の形として、国 

  はじめ団体や企業で実施され、今後、一層の活用の促進が見込まると考える。誰もが分け隔てなく参加で 

  きる環境が必要であり、事業の開催においては、技術的に可能なシステムである要約筆記や手話通訳によ 

  る情報保障含めた通信環境整備（情報保障機材、会場機材等）に対する助成制度等の支援を講じていただ 

  きたい。 

 

３ 今後の主な日程について （３月、４月） 

  ３月 ７日（日） 青壮年部リーダー研修会         大 垣 市：ｿﾌﾄﾋﾟｱｼﾞｬﾊﾟﾝ 11 階中会議室 

    １０日（水） 岐阜県身体障害者福祉協会正副会長会   岐 阜 市：県福祉会館５南会議室 

    １７日（水） 岐阜県身体障害者福祉協会理事会      岐 阜 市：県福祉会館６階研修室 

    ２９日（月） 岐阜県身体障害者福祉協会評議員会     岐 阜 市：県福祉会館６階研修室 

  ４月       行事なし 

           ※今後の新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、中止になる場合がございます 

 

 問い合わせ先   

一般財団法人岐阜県身体障害者福祉協会  

 〒500-8385 岐阜市下奈良２－２－１ 県福祉会館５階 

  Tel 058－201-1543 Fax 058－273－9308 E-mail gisinsyou@human-i-land.com 


